
１年の延期を余儀なくされた町制 15 周年記念特別展『飯綱町の文化財』が令和３（2021）年
９月 26 日（日）～ 11 月 28 日（日）に無事開催されました。旧村時代に指定されてきたものから、
飯綱町誕生後に新たに指定等がなされたものまで、全 33 件の町の文化財が初めて勢ぞろいした
多彩な展示となりました。
来館者の方々に「とくに気になった文化財は？」とお尋ねしたところ、願法寺（古町）の「木
造親鸞聖人像」にもっとも多くの関心が集まりました。荒々しい彫りと厳しさと深みのある造形
に、親鸞聖人の御心に触れるような感慨をもった方が多かったようです。小野遺跡（芋川）から
出土した縄文時代の「注口土器」や希少な和リンゴの「高坂りんご」などにも多くの関心が寄せ
られました。「話には聞いていたが、今回初めて見ることができた」という感想が多く聞かれま
した。歴史ふれあい館で開催した「連続文化財講座（全 14 回）」も好評で、文化財の見どころ
や背景について理解を深めていただくよい機会になりました。
「有形」・「無形」・「史跡」・「天然記念物」など、個性的かつ多様な文化財の数々に触れると、
改めて町の自然・歴史・文化の豊かさが実感されます。特別展開催にあたりご理解とご協力をい
ただいた多くの皆様に、深く感謝を申し上げます。

◆�指定等がなされている町の 33 件の文化財をわかりやすく紹介した特別展図録『飯綱町の文化
財』は、この町を深く知るために最適の手引きです。歴史ふれあい館にまだ在庫があり、ご希
望の方は 1冊 800 円で購入できます。

特別展「飯綱町の文化財」開催!!
町内外の多くの方々にご覧いただきました

開幕式典での峯村町長あいさつ（９月 26日） 特別展会場の様子
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